
筑波大学附属病院病理診断科：キャリア形成プログラム（修学生医師向け）

＜特徴＞ １）連携施設の指導医は、つくばヒト組織診断センター(THDC)に所属しており、筑波大学附属病院と連携して、豊富な症例を経験できます。

２）Generalな病理専門医研修をしながら、臓器別subspecialityを持つ病理専門医を目指します。
３）プログラム中の大学院進学や、筑波大学医学医療系診断病理研究室に所属して、実験や論文作成をし、アカデミックキャリア形成を支援します。
４）研修中の出産、育児、介護などの状況にあわせて、研修を設定します。

＜研修例＞ ※あくまで例であって、個別にアレンジします

1年目 2年目 （備考）

（１）地域枠（義務年限９年間）

ケース１ A1 B1 A2 B1 B1 A3 B1 B1

ケース２ B1 A1 B1 A2 A3 B1

（２）一般修学（義務年限６年間）

ケース１ B1 A1 B1 A4

【病理診断科専門研修研修病院群】

3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 9年目

初期研修(医師不足地域内)
B1

筑波大学
A4 B1

8年目

A群病院群（医師不足地域内病院）
水戸協同病院、県立中央病院、水戸済生会病院、水戸医療センター
東京医大茨城医療センター 西南医療センター

B群病院群（医師不足地域外病院） 筑波大学附属病院 霞ヶ浦医療センター

B1
筑波大学

B1 B1 A4

基幹病院

初期研修(医師不足地域内) A2 A3

初期研修(医師不足地域内)

病理専門医試験

病理専門医試験

大学院

学位取得

病理専門医試験

大学院

学位取得


